
利用者

利用者家族 ２名

地域の代表 民生委員児童委員　　　１名

区・地域包括支援センター 1名

その他

事業所職員 ３名

◆活動報告・活動計画

別紙「活動報告書」のとおり。

◆活動報告・計画に対する評価

【家族】　「利用率が50％台と低く経営が心配。地域には認知症の方は潜在している。しかし、デイサービスに

◆事業所に対する要望・意見

【家族】自分なりに介護の勉強をしているが、どの様に対応したらよいか迷う時がある。　

【民生委員】民生委員では各部会で研修を行っている。高齢者福祉部会の民生委員の集まりでも地域　

◆要望・意見に対する事業所からの回答

・当事業所からは介護の対応で心配な事、分からない事があればデイサービスに連絡下さる様お伝えしご自分

◆地域・行政等からの情報提供

【地域包括支援センター】

◆その他・特記事項

平成29年度の開催　第１回平成29年6月16日（金）　第2回平成29年11月17日（金）　　

　 場所　特別養護老人ホーム大森1階会議室　　時間　14：00～15：00　をお伝えする。

認知症カフェ等に気軽に参加していただき地域で認知症や介護の悩みを共有し、助け合いが出来るように

【家族】自分の夫が認知症になり徘徊するようになってから近所の方に　「お父さんぼけちゃった

から見かけたら教えてね」と言っていたので周りの方々が協力してくれた。でも、考え方は人それぞれ

なので認知症を「恥」と思い込み隠し、抱え込んでいるご家庭もあると思う。

　員やＮＰＯ職員、当施設の職員等が大森西地域の課題について毎月１回「地域ケア会議」を行っている

　ので参加していただくのも課題抽出に繋がるのではとのお話をさせて頂く。

・当事業所施設長より高齢福祉は措置時代から介護保険が始まり契約へと変わり、現在は地域で支え合

　いの時代へと移っている。高齢福祉の課題は地域により異なっており、大森西地域では地域の民生委

　で抱え込まない様お伝えする。それ以外でも気になる事があればいつでも連絡下さる様お伝えし　

・地域包括支援センター職員からも認知症の方々やそのご家族様を集めて行っているオレンジカフェ等も

　あるためお役にたつ情報も得られるかもしれないので一度参加してみてはとのお話があり。

　必要なことであれば地域包括支援センターなどにも繋げることも可能であることをお伝えする。

の課題を把握することが難しい。参考の為高齢福祉での課題などがあればお聞きしたい。

行きたがらない人が多い。その様な方々が行ってみたいと思うようなアピール方法を考えてみては。

また、サービスにはケアマネジャーが関わるためケアマネジャーの方々にもアピールした方が良いの

では。」等のご意見をいただく。

　０３  （５４７１） ２７０２

・認知症カフェのお知らせの配布と共に、認知症のご家族を抱え込み問題が深刻化してしまうケースもある。

して行けたらとの話がある。

(平成２８年度）第２回運営推進会議実施報告書
平成29年3月14日

事業所名 大森高齢者在宅サービスセンター サービスの種類 認知症対応型通所介護

電話番号

開催日時 　　　平成２９年３月　１０日（金）　１４：００　～　１５：００

開催場所 大田区大森西１－１６－１８　　特別養護老人ホーム大森　１階　会議室

出席者

　　７人

（内訳）


